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摩擦荷重 ＰD（kN）最大ストローク S
(mm) 14001000600200

149613321090769L（mm）±100
76451926365W（kg）
1796163213901069L（mm）

±200
84057830280W（kg）
2026193216901384L（mm）

±300
915637340119W（kg）

J-DRFダンパー S-DRFダンパー

摩擦荷重 ＰD（kN）最大ストローク S
(mm) 14001000600200

865784694560
±100

50733120782W（kg）
10791065944808

±200
643538288135W（kg）
1279127911841008

±300
725631376146W（kg）

ダンパー全長L、全重量Wには両端ピン接合部材を含む。
両端ピン接合部材は回転角15度のボールジョイントが標準、クレビスへの変更も可能。

ダンパー全長L、全重量Wには両端スライド部材を含む。
ダンパー軸を中央で回転する軸回転タイプも製造可能。

ロッキングピアを有する橋梁の橋軸直角方向（直角方向）にお
 いてレベル2地震動に対するロッキングピアの上揚力を67％
に抑え、T型橋脚基部の応答曲率を約40％に低減。

連続する2つの3径間連続箱桁橋、7橋脚のうち、2脚の固定支承
で橋軸方向と直角方向に16基設置、3脚の可動支承で直角方向
に10基設置。
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